
常務理事会 

（第60事業年度・第２回 

2025年５月22日常務理事会） 

 主な議事内容は次のとおりです。 

 

Ⅰ 審議事項 

１．公共サービスを提供する組織にお

けるガバナンスの在り方検討プロ

ジェクトチームからの報告「公共サ

ービスを提供する組織におけるガ

バナンスの在り方について」に関す

る件 

公共サービスを提供する組織におけ

るガバナンスの在り方検討プロジェク

トチームにおいて、その在り方に関す

る検討を行い、「公共サービスを提供

する組織におけるガバナンスの在り方

について」として報告を取りまとめた

ため、一般に公開するとともに、関係

省庁への説明訪問やステークホルダー

向けセミナーの開催等を行い、周知を

図る旨の提案があり、審議の結果、提

案どおり承認された。 

 

２．協会出版局による「学校法人会計

監査六法2026年版」及び「非営利法

人会計監査六法2026年版」の出版

に関する件 

「学校法人会計監査六法2026年版」

及び「非営利法人会計監査六法2026年

版」について、最新の制度改正を盛り

込むために2025年９月の発刊とすると

ともに、2026年３月期の監査業務にお

いて利用することを想定しているため、

2026年版として発刊する旨の提案があ

った。また、「学校法人会計監査六法」

及び「非営利法人会計監査六法」は2026

年版をもって発刊を休止する旨の提案

があり、審議の結果、提案どおり承認

された。 

 

Ⅱ 報告事項 

１．金融審議会「サステナビリティ情

報の開示と保証のあり方に関するワ

ーキング・グループ」（第６回）の

報告に関する件 

2025年４月21日に開催された金融審議

会「サステナビリティ情報の開示と保証

のあり方に関するワーキング・グループ」

（第６回）について、日本におけるサス

テナビリティ開示基準の導入のロードマ

ップ、サステナビリティ情報に係る見積

りの修正があった場合の訂正の考え方、

虚偽記載等の責任のあり方及びEDINETタ

クソノミの開発の方向性、サステナビリ

ティ開示基準（SSBJ基準）を金融商品取

引法令に取り込むことに関して会議を行

った旨の報告があった。 

このほかの主な審議事項は次のとおり

です。 

〇中小企業施策調査会からの答申『「中

小企業の会計に関する指針」の修正』

に関する件 

〇業種別委員会からの答申『業種別委員

会実務指針第38号「投資事業有限責任

組合における会計上及び監査上の取扱

い」の改正について』に関する件 

〇業種別委員会からの答申『業種別委員

会実務指針第49号「みなし小売電気事

業者が作成する部門別収支計算書に係

る監査上の取扱い」の改正について』

に関する件 

○自主規制担当副会長からの意見具申

「報酬依存度のセーフガードとして品

質管理レビューを利用する場合の依頼

要領」の廃止に関する件 

 

 

 

理事会 

（第60事業年度・第２回 

2025年５月23日理事会） 

 主な議事内容は次のとおりです。 

 

Ⅰ 会長報告 

茂木会長から、以下の項目について会則

第165条に基づく報告があり協議を行った。 

①会長動静 

②令和７年（2025年）春の叙勲 

③2025年４月30日に実施した公認会計士

に対する行政処分勧告 

④2025年４月21日に開催された金融庁金

融審議会「サステナビリティ情報の開示

と保証のあり方に関するワーキング・グ

ループ」（第６回） 

⑤2025年５月９日に開催された自由民主

党金融調査会企業会計に関する小委員

会 

⑥地域会定期総会のスケジュール 

 

Ⅱ 審議事項 

１．懲戒処分の実効性確保に向けた検

討プロジェクトチームからの報告

「個別事案審査制度における懲戒

処分と品質管理レビュー制度にお

ける措置の横断的な検討の必要性

（過怠金制度導入の課題整理等）」

に関する件 

懲戒処分の実効性確保に向けた検討プ

ロジェクトチームにおいて、過怠金制度導

入の課題整理、適正手続等審査会への審査

申立て要件の在り方及び懲戒処分実施後

のフォローアップについて検討し、「個別

事案審査制度における懲戒処分と品質管

理レビュー制度における措置の横断的な

検討の必要性（過怠金制度導入の課題整理

等）」として最終報告書を取りまとめた旨

の提案があり、審議の結果、提案どおり承



認された。 

 

Ⅲ 報告事項 

１．サステナビリティ能力開発協議会

からの報告「JICPAサステナビリテ

ィ専門プログラム」に関する件 

業界全体で体系的なサステナビリテ

ィの能力開発を進める観点から、公認

会計士におけるサステナビリティに関

する専門性の獲得を支援することを目

的とした「JICPAサステナビリティ専門

プログラム」の開始に向けて、報告書

「JICPAサステナビリティ専門プログラ

ムの開始に向けて」を公表する旨の報

告があった。 

 

２．グローバル・アカウンティング・

アライアンス（GAA）理事会及びIFAC-

Chief Executives（専務理事）フォ

ーラム報告に関する件 

2025年３月27日及び28日にグローバ

ル・アカウンティング・アライアンス

（GAA）理事会並びに2025年４月３日及

び４日にIFAC-Chief Executives（専務

理事）フォーラムが開催された。GAA会

議では、加盟団体からの議題共有、GAA

ワーキンググループの中間報告及びゲ

ストスピーカーとの意見交換が行われ、

専務理事フォーラムでは、基調講演、

パネルディスカッション、プレゼンテ

ーション及びトークセッションが行わ

れた旨の報告があった。 

 

 

このほかの主な審議事項は次のとお

りです。 

〇第59事業年度事業及び会務報告に関

する件 

〇「第59事業年度科目間の流用及び予

備費の使用について」に関する件 

〇総務委員会からの意見具申「無料職業

紹介事業の廃止に係る文書管理細則

等の一部変更」に関する件 

〇第59回定期総会提出議案に関する件 

以 上 

（総務本部長 千葉正起） 


